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１．業務概要 

1.1 業務目的 

当業務は、再開発が進められる箕面船場駅前地区におけるまちづくり拠点施設の計画地に

おいて土質調査を行い、当該地における地盤の土層構成及びその工学的特性を把握し、施設

の建築計画・設計・施工に必要となる地盤情報を得ることを目的とする。 

1.2 業務概要 

(1) 業 務 名： 箕面船場駅前地区まちづくり拠点施設整備運営事業者選定支援業務委託 

(2) 業務工期： 自）平成 29 年  2 月 15 日 

至）平成 30 年 10 月 31 日 

(3) 業務場所： 大阪府箕面市船場東 3 丁目 

(4) 業務内容：  土質調査一式 

① 機械ボ－リング      鉛直下方 4 箇所  ΣL=53.0m 

② 標準貫入試験       深度 1m 毎  延べ 53 回 

③ 乱れの少ない試料採取    1 試料（デニソンサンプリング） 

④ 室内土質試験       各 1 試料 

土粒子の密度、含水比、粒度、液性限界・塑性限界、 

湿潤密度、一軸圧縮、圧密 

          表 1.2.1 に調査実施数量の詳細を示す。 

(5) 発 注 者： 箕面市 地域創造部 北急まちづくり推進室 

(6) 受 注 者： 株式会社 日本総合研究所 

〒550-0001 大阪市西区土佐堀 2-2-4 土佐堀ダイビル 

TEL 06-6479-5800 

(7) 調査協力： 株式会社 メーサイ 

〒564-0043 吹田市南吹田 3-13-3 

TEL 06-6190-3371 
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表 1.2.1 調査・試験実施数量表 

ボーリング掘削 (単位：m) 

地点 
φ116mm 掘進長 φ66mm 掘進長 

総 計
粘性土 砂質土 礫質土 小 計 粘性土 砂質土 礫質土 固結粘土 小 計

No.1 2.10 4.20 0.20 6.50 4.60 1.30 - 7.60 13.50 20.00

No.2 - - - - 4.00 8.00 - 1.00 13.00 13.00

No.3 - - - - - 8.80 - 1.20 10.00 10.00

No.4 - - - - 1.00 3.40 1.00 4.60 10.00 10.00

合計 2.10 4.20 0.20 6.50 9.60 21.50 1.00 14.40 46.50 53.00

原位置試験、サンプリング (単位：回） 

地点 
標準貫入試験 デニソン 

サンプリング粘性土 砂質土 礫質土 固結粘土 小 計

No.1 6 6 - 8 20 1 

No.2 4 8 - 1 13 - 

No.3 - 9 - 1 10 - 

No.4 - 5 1 4 10 - 

合計 10 28 1 14 53 1 

室内土質試験 （単位：試料） 

地点 
土粒子

の密度
含水比 粒度Ⅰ

液性限界

塑性限界
湿潤密度 一軸圧縮 圧密 

No.1 1 1 1 1 1 1 1 

No.2 - - - - - - - 

No.3 - - - - - - - 

No.4 - - - - - - - 

合計 1 1 1 1 1 1 1 
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No.2 H=103.21m
dep=13.31m

No.3 H=104.41m
dep=10.35m

No.4 H=103.35m
dep=10.27m

No.1 H=102.60m
dep=20.38m

縮尺　S=1:1,000

図1.2.1　調査位置図
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２．調査方法 

2.1 ボーリング調査 

ボーリングは、ハイドローリック式ロータリーボーリング機械を用いて掘削し、必要に応

じてベントナイト泥水あるいはケーシングパイプを使用して孔壁崩壊を防止した。またJIS 

A 1219に基づき、深度1.0m毎に標準貫入試験を実施して、地盤の相対密度及び相対稠度を測

定した。 

標準貫入試験用サンプラーによって採取された試料については肉眼観察にて判別分類し、

掘進状況と併せてボーリング柱状図を作成した。 

ボーリング位置は協議により決定し、近接する基準点より水準測量を行って、その地表部

の標高を求めた。 

ボーリング装置概念図を図2.1.1に示す。 

図2.1.1 ボーリング装置概念図 
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2.2 標準貫入試験 

原位置における地盤の密実度を知るため、JIS A 1219に基づき試掘調査後の地盤を対象とし

て、深度1.0m毎に標準貫入試験を実施した。当試験は、重量63.5±0.5kgのハンマーを76±1㎝

の高さから自由落下させてSPTサンプラー(標準貫入試験用サンプラー)を30㎝貫入させるのに

必要な落下回数をＮ値として記録するものであり、その結果をボーリング柱状図に示した。 

N値はSPTサンプラーの貫入量10㎝毎に落下回数を記録した。 

SPTサンプラーによって採取した土質試料は、含水が変化しないようにビニール袋に入れて

保存し、現地及び室内にて観察を行った。なお、代表的な試料を標本ビンに入れ土質標本とし

た。 

図2.2.1に標準貫入試験方法及び器具を、次頁表2.2.1にN値と相対密度、せん断抵抗角との関

係、表2.2.2に粘土の相対稠度、一軸圧縮強さとN値との関係を示す。 

図2.2.1 標準貫入試験方法及び器具 

-5-



表2.2.1 Ｎ値と砂の相対密度の関係（Terzaghi and Peck） 

Ｎ値 
相対密度 

(Terzaghi and Peck) 
現場判別法 

0～4 非常に緩い(very loose) 鉄筋が容易に手で貫入 

4～10 緩      い(loose) ショベル（スコップ）で掘削可能 

10～30 中  位  の(medium) 鉄筋を5ポンドハンマで打込み容易 

30～50 密      な(dense) 同上，30cm程度貫入 

＞50 非常に密な(very dense) 同上，5～6cm貫入，掘削につるはし必

要，打込み時金属音 

注）鉄筋はφ13mm 

（地盤調査の方法と解説） 

表2.2.2 Ｎ値と粘土のコンシステンシー，一軸圧縮強さ 

の関係（Terzaghi and Peck） 

Ｎ値 ｑｕ(kN/m2) コンシステンシー 

0～2 

2～4 

4～8 

8～15 

15～30 

30～ 

0.0～ 24.5 

24.5～ 49.1 

49.1～ 98.1 

98.1～196.2 

196.2～392.4 

392.4～ 

非常に柔らかい 

柔らかい 

中位の 

硬い 

非常に硬い 

固結した 

                              （地盤調査の方法と解説） 
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2.3 乱れの少ない試料採取 

乱れの少ない試料のサンプリングは、主として土の力学試験に用いる試料を得るために行

うものである。 

粘性土を対象とするサンプリングには表2.3.1に示すようなものがある。 

今回は、サンプリングの対象が比較的硬い粘性土であったため、デニソンサンプラーを使

用した。 

表2.3.1 粘性土を対象とする主なサンプラーとその特徴 

サンプラーの種類 ピストンの

有無と状態

適応土質 採取試料 

の状態＊ 

        特    徴 

オーガーボーリング   固結土 

を除く 

乱した試

料 

浅い位置の乱した試料の採取。手

軽であり、予備的な調査によく用

いる。 

標準貫入試験用 

サンプラー 

 ほとんど 

全ての土 

物理的特性を知るための試料採取

法として最も普遍的ある｡ 

シ

ン

ウ

ォ

｜

ル

チ

ュ

｜

ブ

を

使

用

す

る

も

の

オープンドライブ

サンプラー 

  な し Ｎ＝0～4 

の軟らか 

い粘性土 

   Ｃ 試料の脱落や圧縮を生じやす 

い。操作は簡単である。 

フリーピストン式

シンウォールサン

プラー 

  自 由    Ｂ ピストンは下向きに固定されてい

るが上向きには自由なので、サン

プラー押込み時に試料を圧縮する

ことがある。また、サンプラー降

下中のピストンの移動が確認でき

ない。 

固定ピストン式 

シンウォールサン

プラー 

  固 定    Ａ チューブ押込み時にピストンが固

定され、高品質の試料が採取でき

る｡最も普及し、信頼度も高い｡ 

追切り 

サンプラー 

  固 定    Ａ 機構・性能は上記に同じ。サンプ

リング後、周辺の土を追切り除去

し、試料下端に生じる真空を除去

する。 

水圧式 

サンプラー 

  固 定 Ａ～Ｂ サンプリングチューブを水圧で地

盤に圧入する。ピストンはサンプ

ラーヘッドに固定されている。普

及度は低い。 

デニソン式 

サンプラー 

 な し Ｎ=4～20 

の硬質粘 

性土 

   Ｂ 二重管式のサンプラーで、内管は

オープンドライブサンプラーと同

じ作用をする。外管先端のｸﾗｳﾝよ

り内管が突出しており、内管が地

盤に貫入するに伴い外管で周りの

地盤を削りとる。硬質粘土の採取

によく用いられる。 

 （注）＊Ａ：ほぼ原地盤の状態を保つとみてよいもの。 

Ｂ：Ａに比べてやや乱れやすいが、注意深い操作が行われた場合、比較的良いサンプル

が得られるもの。   

         Ｃ：乱れの影響を受けやすいもの。 
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図2.3.1 デニソンサンプラー 
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2.4 室内土質試験 

土質試験は、土の判別分類を目的とした物理試験と、その強度・変形特性などの力学特性

を明らかにする力学試験がある。これを表に示すと次のようになる。 

（簡易粒度試験）

（状態によって決まる性質）

単位体積重量試験

その他

液性、塑性、収縮限界試験

・物理試験 土の一次的性質 土粒子の密度試験

粒度試験、細粒分含有量試験

土の二次的性質

間隙比試験

含水量試験

一軸圧縮試験

三軸圧縮試験　UU,CU,CD

直接セン断試験

標準圧密試験

・力学試験

ＣＢＲ試験

地盤の締固め

地盤の透水性 定水位透水試験

変水位透水試験

締固め試験

地盤の破壊、変形

粘性土の沈下

その他圧密試験

○

○

○

○

○

○

○

○･･････今回実施した試験 

土質試験に供した試料は、デニソンサンプリングにより採取した「乱れの少ない試料」で

ある。 

試験は、仕様書に記載された項目の物理試験・力学試験を、日本工業規格(JIS)および地

盤工学会基準(JGS)にもとづく方法で実施し、土の分類や土質特性を判定した。 

今回実施した試験項目は、以下の通りである。 

      ・物理試験 

土粒子の密度試験       (JIS A 1202) 

土の含水比試験         (JIS A 1203) 

土の粒度試験           (JIS A 1204) 

土の液性限界塑性限界試験  (JIS A 1205) 

土の湿潤密度試験      (JIS A 1225) 

      ・力学試験 

土の一軸圧縮試験      (JIS A 1216) 

土の段階載荷による圧密試験 (JIS A 1217) 

-9-



３．地形・地質概要 

調査地は、北大阪急行「千里中央駅」の北方約1.4kmの箕面市船場東3丁目にあり、大阪盆

地の北部に広がる千里丘陵と呼ばれる丘陵地帯に位置する。千里丘陵は起伏に富む丘陵地で

あるが、調査地近傍は大規模な造成によって成形された地域であり、標高100m内外の緩やか

な北傾斜を呈する土地となっている。 

地質的に見ると、千里丘陵は新生代第三紀鮮新世～第四紀更新世にかけて形成された大阪

層群により構成されており、千里丘陵はその模式地とされている。 

千里丘陵地域の大阪層群は、調査地近傍から島熊山周辺で神戸層群(中新統)を不整合に覆

っていて、その層厚は約 340m を有し、層相の違いにより Ma2 海成粘土層の下限を境にし

て、下位の千里山累層と上位の茨木累層に二分されている。調査地付近では千里山累層の分

布域が広がる。千里山累層は、層厚が約 230m で主に湖沼成～河成の連続性に欠ける粘土、

シルト、砂及び砂礫層から構成されていて、その上半部には Ma0・Ma1 の 2 層の海成粘土層

を挟んでいる。本累層中には島熊山火山灰層、ロータリー火山灰層及び新田火山灰層等の火

山灰層が認められる。 

千里丘陵の大阪層群の地質構造は、仏念寺断層と小野原断層によってその骨組みが形成さ

れており、図 3.1 に示すように、主断層沿いでは地層がしばしば直立し、地層の急傾斜帯の

幅は数 10m～200m 以上におよんでいるが、急傾斜地帯を離れると一般には東に緩く傾いてい

る。 

また、表層地質図にも示されるように、調査地周辺では千里山累層による大阪層群のほ

か、大阪層群の下位に分布する神戸層群の分布も確認されている。 

図 3.2 に千里丘陵地域の地質柱状図、図 3.3 に調査地周辺の地質概略図を示す。 

図 3.1 千里丘陵の地質断面図 

「大阪層群」市原実著より 
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図 3.2 千里丘陵地域の地質柱状図 

「大阪層群」市原実著より 

図 3.3 千里丘陵地域の地質図「大阪層群」市原実著より
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○ 調査地

図3.4 調査地付近の地質図 

「土地分類基本調査 表層地質図」国土交通省より
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４．調査結果 

4.1 ボーリング調査結果 

今回の調査では、まちづくり拠点施設の計画地内の4箇所においてボーリング調査を実施

した。ボーリング調査結果の詳細は、巻末の「ボーリング柱状図」に示したとおりである。 

ここでは、計画地における土層の連続性や傾斜等の土層分布状況を把握するため、ボーリ

ング調査結果を基に土層断面図を作成し、図 4.1.1 に示した。これによると、当該地には造

成による盛土層、旧地形の谷底堆積物である沖積粘性土層、粘性土～砂質土による大阪層群

の各土層が分布しており、大阪層群については、土層の傾斜が認められた。 

以下、各土層について概要を示す。 

表 4.1.1 土層分布概要 

土層区分 記号
Ｎ値 

(回) 
層  相 

盛 土 層 B 3～16 

地表部に分布する人工改変土である。 

当該地域の造成盛土を含む。 

概ね粘性土～砂質土の中間土から成り、不均質である。 

ボーリング No.1～No.2 付近にかけては、旧地形の谷部にあ

たり、盛土の分布が厚い。 

沖

積

層

粘 性 土 層 Ac 1～7 

ボーリング No.2 付近に分布し、造成前の谷部に堆積した谷

底堆積物と推定される。 

粘性は中位～弱く、微細砂～細砂を混入する。 

Ｎ値は左記のとおりであるが、概ね N=7 を示し、相対稠度は

「中位の」に分類される。 

大

阪

層

群

粘 性 土 層 Oc
15～ 

60 以上

ボーリング No.1～No.3 付近に分布する粘性土層である。 

粘性は中位～弱く、微細砂～細砂を混入する。 

Ｎ値は N=15～60 以上を示し、相対稠度は「非常に硬い～固結

状」に分類される。 

砂質粘性土層 Osc
21～ 

60 以上

調査地全体で確認された土層であり、土層の連続性が良い。

砂質粘性土～粘性土質砂を呈す中間土から成る。粘性は弱

く、砂分は微細砂～細砂を主体とする。 

Ｎ値は左記のとおりであるが、N=50 以上を示すものが多く、

粘性土・砂質土ともに密実に締まった土層である。 

砂 質 土 層 Os
52～ 

60 以上

Osc 層の下位に確認された砂質土層である。 

細砂～中砂を主体とし、含水は少ない。 

Ｎ値は左記のとおりであり、相対密度は「非常に密な」に分

類される。 

孔内水位について 

ボーリング調査時においては、無水掘削により下記の初期孔内水位を確認した。 

No.1 ：GL-2.40m 

No.2 ：GL-0.72m 

No.3 ：確認できず（無水掘削が困難であったため送水掘削を実施） 

No.4 ：GL-0.65m 
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No.2

No.3

No.4

No.1

105.00 105.00

100.00 100.00

95.00 95.00

90.00 90.00

85.00 85.00

80.00 80.00

標高(m) 標高(m)

0.00 20.00 40.00 60.00 80.00 100.00 120.00 140.00 距離(m)

Ｎ値
0 10 20 30 40 50 6060

12

60/28

32

60/16

60/22

60/25

60/23

60/19

60/15

60/12

No.4

H=10
3.35

m
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= 10

.27 
m

Ｎ値
0 10 20 30 40 50 6060

60/23

60/27

60/22

60/23

60/29

60/28

60/27

52

60/11

60/20

No.3

H=10
4.41

m

dep 
= 10

.35 
m

Ｎ値
0 10 20 30 40 50 6060

15

16

1

7

7

7

47

60/23

50

60/25

60/17

60/22

60/16

No.2

H=10
3.21

m
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= 13

.31 
m

Ｎ値
0 10 20 30 40 50 6060

8

8

4

3

7

15

35

15

27

29

48

60

36

21

46

57

60/23

60/24

60/19

60/23

No.1
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2.60
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= 20

.38 
m

図4.1.1　土層断面図

縮尺　H=1:600 V=1:200

Ac

B
B

B

Osc

Oc

Oc

Osc

Os

Os

Osc

B

Osc

Ac

凡　例

記　号

沖積層 粘性土層

砂質粘性土層

土　層　名

盛　　土　　層

粘性土層

大阪層群

砂質土層 Os

Oc

位置図・断面方向図
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4.2 室内土質試験結果 

室内土質試験は、デニソンサンプリングによって採取した「乱れの少ない試料」を用いて

実施した。試験結果の詳細は巻末の「室内土質試験結果」に示すとおりであり、表4.2.1に

は試験結果の概要を示す。

表4.2.1 室内土質試験結果一覧表 

採取地点 試料番号  No.1 D-1 

採取深度  GL-m  6.50～7.10 

土 層 記 号  Oc 

一般 

湿潤密度 ρt(g/cm3) 2.154 

乾燥密度 ρd(g/cm3) 1.876 

土粒子の密度 ρs(g/cm3) 2.612 

自然含水比 ｗn(％) 14.4 

間隙比 ｅ 0.392 

飽和度 Ｓr(％) 98.8 

粒度 

礫分 (％) 12.2 

砂分 (％) 53.0 

シルト分 (％) 23.3 

粘土分 (％) 11.5 

最大粒径 (㎜) 9.5 

ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ 

液性限界 ｗＬ(％) 34.7 

塑性限界 ｗＰ(％) 16.9 

塑性指数 ＩＰ 17.8 

ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ指数 Ｉc 1.14 

分類 
分類名  礫まじり粘性土質砂 

日本統一分類 （SCs-G） 

圧密 
圧縮指数 Ｃc 0.203 

圧密降伏応力 ｐc (kN/m2) 614.6 

一軸圧縮 

一軸圧縮強さ ｑu (kN/m2) 316.4 

破壊ひずみ εf 4.7 

変形係数 Ｅ50(MN/m2) 8.5 
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1) 土粒子の密度(ρs) 

土粒子の密度ρsは、土の固有性質であり、一般にはその土が生成された起源の岩石鉱

物・堆積環境及び混入物により定まり、通常ρs=2.6～2.7g/cm3の値を示すが、これ以上の

値を示す場合は岩石鉱物を多く、これ以下の値を示す場合は有機物を含む場合が多い。 

試験の結果はρs=2.612(g/cm3)であり、一般的な値を示している。 

参考として、主な鉱物と土粒子の密度の一覧を表4.2.2に示す。 

表4.2.2 主な鉱物と土粒子の密度 

鉱物名 密度ρs(g/cm3) 土質名 密度ρs(g/cm3)

石英 2.6～2.7 豊浦砂 2.64 

長石 2.5～2.8 沖積砂質土 2.6～2.8 

雲母 2.7～3.2 沖積粘性土 2.50～2.75 

角閃石 2.9～3.5 洪積砂質土 2.6～2.8 

輝石 2.8～3.7 洪積粘性土 2.50～2.75 

磁鉄鉱 5.1～5.2 泥炭（ピート） 1.4～2.3 

クロライト 2.6～3.0 関東ローム 2.7～3.0 

イライト 2.6～2.7 まさ土 2.6～2.8 

カオリナイト 2.5～2.7 しらす 1.8～2.4 

モンモリロナイト 2.0～2.4 黒ぼく 2.3～2.6 

「地盤材料試験の方法と解説」 地盤工学会  

2) 自然含水比(Wn) 

自然含水比(Wn)は、同一層内では応力履歴や不均質性によって異なり、土質が異なれば

同様にその値も異なってくる。一般的に砂質土では含水比が20%以下、粘性土では40～50%

以上の値(洪積層では30～60%)を示す場合が多い。また、混入物により若干の差異はある。 

今回の試験は、大阪層群（洪積層）の粘性土層(Oc)で実施しており、その含水比はｗn=

14.4％であり一般的な値に比べて低い値を示している。間隙水の排水が進んだ土であると

いえる。 

3) 粒度特性 

土の粒度は、土を構成する土粒子径の分布状態を全質量に対する百分率で表したもので

ある。粒度試験は、粒径 75μm 以上はふるい分析で、それ未満は沈降分析によって行われ

る。 

試験の結果は、ふるい分析と沈降分析の結果を合わせて図 4.2.1 に示すような粒径加積

曲線の形に整理される。その粒径加積曲線から粒径とそれに対応する通過質量百分率を求

め、日本統一土質分類法で定められた区分に従って土質分類名が付けられる。 

今回の粒度試験結果を図 4.2.3 の粒径加積曲線に示す。 
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「地盤調査，土質試験結果の解釈と適用例」 地盤工学会 より    

図 4.2.1 粒径加積曲線の例 

粒                径 

5μm 75μm 250μm 425μm 850μm 2mm 4.75mm 19mm 75mm 300mm

粘土 シルト
細砂 中砂 粗砂 細礫 中礫 粗礫

粗石

(ｺﾌﾞﾙ)

巨石

(ﾎﾞﾙﾀﾞｰ)

砂 礫 石 

細 粒 分 粗   粒   分 石 分 

「地盤調査，土質試験結果の解釈と適用例」 地盤工学会 より    

図 4.2.2 地盤材料の粒径区分とその呼び名 

図4.2.3 Oc層の粒径加積曲線
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4) コンシステンシー特性 

液性限界とは、土が液体から塑性体に移る境界の含水比である。塑性限界とは、土が塑

性体から半固体に移る境界の含水比である。塑性指数とは、液性限界と塑性限界の差を言

う。コンシステンシー試験から得られる特性値のうち、自然状態の粘性土地盤に外力が働

いた場合の粘性土の流動化等に対する安定度の指標として、コンシステンシー指数 Ic が

ある。Ic 値は次式により求められる。    

      WL-Wn 
Ic = ―――― 
       Ip 

ここで、Ic≧1 の場合は、自然含水比が塑性限界に近いかそれ以下という事になり、安

定した粘性土である事を示している。Ic≒0 である場合は、自然含水比が液性限界に近く、

撹乱を受けた場合、流動化して不安定化する危険性のあることを示している。 

表4.2.3 自然含水比をコンシステンシーで評価した表 

状 態

指 数 
液 性 状 塑 性 状 半 固 結 状 

自 然 含 水 比 

ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ指数 

分    類 

WL＜W 

Ic＜0 

流 動 粘 土 

WP＜W＜WL 

0＜Ic＜1 

塑 性 粘 土 

W＜WP 

1＜Ic 

弾 性 粘 土 

試験を行った Oc 層の自然含水比、液性限界、塑性限界、塑性指数、コンシステンシー指

数を表 4.2.4 にまとめた。表に示すように Oc 層の自然含水比は塑性限界よりも低く、コン

システンシー指数が Ic＞1 であることから、土の状態としては半固結状であるといえる。 

表4.2.4 コンシステンシー特性一覧 

地点 試料名
採取深度 

GL-m 

土層

記号

コンシステンシー特性 

状態 
液性限界

ｗL 

(％) 

塑性限界

ｗP 

(％) 

塑性指数

ＩP 

コンシス

テンシー

指数Ｉc

No.1 D-1 6.50～7.10 Oc 34.7 16.9 17.8 1.14 半固結状

5) 土の一軸圧縮試験(ｑu) 

一軸圧縮試験より求めた最大圧縮強さを一軸圧縮強度といいｑu で表す。 

一軸圧縮試験は、側圧を受けない状態で自立する供試体の圧縮強さを求める土質試験で

あり、乱さない試料の原位置でのせん断強さの推定や、改良土の安定性を評価することな

どに用いられる。試験方法は、円柱状に成形した供試体を上・下の一方向に圧縮して、こ

のときの応力－ひずみ曲線から一軸圧縮強度 qu を求め、間接的に土の非排水せん断強度

を推定するものである。 

ここに WL：液性限界 % 

Wn：自然含水比 %

Wp：塑性限界 % 

Ip：塑性指数 
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またφ＝0 ﾟのような飽和した粘土の場合には、一般的にｃ=ｑu/2 の関係が成り立ち、 

ｑu から粘着力ｃが得られる。 

表4.2.5 一軸圧縮強度試験結果 

地点 
試料

番号

地層

記号

採取深度 

GL-ｍ 

一軸圧縮強さ

ｑu(kN/m2) 

(注)

粘着力 

ｃ(kN/m2)

No.1 D-1 Oc 6.50～7.10 316.4 158.2 

注) φ=0ﾟと仮定し、ｃ=qu/2により求めた。 

6) 圧密特性 

今回実施した圧密試験は、圧密降伏応力(pc)及び圧縮指数(Cc)を測定し、現在の土被り

応力との比較により、粘性土の圧密状態を把握するために実施した。 

圧密試験結果から得られた粘性土層の圧密降伏応力及び圧縮指数は、下記に示すとおり

である。 

Oc層 ： 圧密降伏応力 ･･････ ｐc＝614.6 (kN/m2) 

         圧縮指数 ･･････････ Ｃc＝0.203 

圧密降伏応力は、土が過去に受けた最大の応力とみなすことができ、原位置において正

規圧密領域にあるか過圧密領域にあるかを判定する重要な指標となる。 

ここで得られた圧密降伏応力と、当該地における有効土被り応力との関係を表4.2.6に

まとめた。また、圧密降伏応力と採取地点深度における有効土被り応力(σv’)との比(ｐ

c/σv’)により過圧密比(OCR)が求められる。過圧密比によって、以下のように土の圧密状

態を判定することができる。 

OCR≦1  (ｐc≦σv’)･････正規圧密粘土 

OCR＞1  (ｐc＞σv’)･････過圧密粘土 

表 4.2.6 圧密降伏応力と有効土被り圧との関係 

土層

記号
試料番号

採取深度

GL-m 

圧縮指数

Cc 

圧密降伏応力

ｐc 

(kN/m2) 

有効土被り応力※

σv´ 

(kN/m2) 

過圧密比 

OCR 

(ｐc/σv´)

Oc 
No.1 

D-1 

6.50～ 

7.10 
0.203 614.6 85.1 7.22 

上記に示すように、当該地に分布するOc層は、圧密降伏応力が有効土被り応力よりも非

常に大きく、土の圧密状態としては“過圧密状態”であると判断できる。 

過圧密比は高く、OCR＝7.22を示す。 
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図4.2.4 有効土かぶり応力と圧密降伏応力 
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５．調査結果のまとめ 

ボーリング調査及び各種試験の結果、当該には、 

盛土層(B) 

沖積粘性土層(Ac) 

大阪層群の粘性土～砂質土層(Oc、Osc、Os) 

の各土層の分布が認められた。ここでは、各調査結果をまとめ、表5.1に示した。 

表 5.1 調査結果のまとめ 

土層区分 記号
Ｎ値 

(回) 
層  相 

盛 土 層 B 3～16 

地表部に分布する人工改変土である。 

当該地域の造成盛土を含む。 

概ね粘性土～砂質土の中間土から成り、不均質である。 

ボーリング No.1～No.2 付近にかけては、旧地形の谷部にあたり、

盛土の分布が厚い。その分布範囲は造成前の旧地形に左右される。

沖

積

層

粘 性 土 層 Ac 1～7 

ボーリング No.2 付近に分布し、造成前の谷部に堆積した谷底堆積

物と推定される。分布範囲は盛土層と同様に、造成前の旧地形に

左右される。 

粘性は中位～弱く、微細砂～細砂を混入する。 

Ｎ値は左記のとおりであるが、概ね N=7 を示し、相対稠度は「中

位の」に分類される。 

大

阪

層

群

粘 性 土 層 Oc
15～ 

60 以上

ボーリング No.1～No.3 付近に分布する粘性土層である。 

粘性は中位～弱く、微細砂～細砂を混入する。 

Ｎ値は N=15～60 以上を示し、相対稠度は「非常に硬い～固結状」

に分類される。 

湿潤密度  ：ρt＝2.154 (g/cm3) 

一軸圧縮強度：ｑu＝316.4 (kN/m2) 

圧密降伏応力：ｐc＝614.6 (kN/m2) 

過圧密比  ：OCR＝7.22 

砂質粘性土層 Osc
21～ 

60 以上

調査地全体で確認された土層であり、土層の連続性が良い。 

砂質粘性土～粘性土質砂を呈す中間土から成る。粘性は弱く、砂

分は微細砂～細砂を主体とする。 

Ｎ値は左記のとおりであるが、N=50 以上を示すものが多く、粘性

土・砂質土ともに密実に締まった土層である。 

砂 質 土 層 Os
52～ 

60 以上

Osc 層の下位に確認された砂質土層である。 

細砂～中砂を主体とし、含水は少ない。 

Ｎ値は左記のとおりであり、相対密度は「非常に密な」に分類さ

れる。 

大阪層群の各土層については概ね北落ちに傾斜しており、その傾斜角は約 6～7°と推定される。 

土層の連続性が良い Osc 層が、下位の Os 層とともに高いＮ値を示しており、層厚も厚く、建築物の堅

固な支持層とすることが可能であると考えられる。ただし、上記のように土層の傾斜が想定されること

から、支持深度の設定には注意が必要である。 

同時に、旧谷地形部に分布すると想定される軟弱な盛土層(B)や沖積粘性土層(Ac)の分布についても、

基礎の設計においては重要な要素となることが考えられ、今後の調査で詳細に把握することが望まれ

る。 
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ボーリング柱状図

調 査 名 箕面船場駅前地区まちづくり拠点施設整備運営事業者選定支援業務委託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 箕 面 市 船 場 東 3 丁 目 北 緯 3 4 ﾟ  4 9 '  1 9 . 8 "

東 経 1 3 5 ﾟ  2 9 '  3 1 . 6 "発 注 機 関 箕 面 市 地 域 創 造 部 北 急 ま ち づ く り 推 進 室 調査期間 平成 29年 9月 15日 ～ 29年 9月 20日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 日 本 総 合 研 究 所

電話 ( 0 6 - 6 4 7 9 - 5 8 0 0 )
主任技師

現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 H=
102.60m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
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方
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180ﾟ 
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北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 K R - 5 0 H C
ハンマー
落下用具

自 動 落 下 装 置

エンジン N F D - 7 ポ ン プ V - 5総 掘 進 長  20.38m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)
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2

3
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5

6

7

8

9
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14
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17
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標

高
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101.80

101.30

100.50
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 96.60
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厚

(m)

  0.80

  0.50
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  3.70
  0.20

  1.10
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  0.50
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深

度

(m)

0.80
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2.10

5.80
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柱

状
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分

色
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相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

0.06mコンクリート
粘性中位　細～中砂混入

盛土・砂
混り粘土淡褐

細～中砂主体　全体にシルト混入
盛土・シ
ルト混り
砂

淡青
灰

粘性中位　細砂及びφ10～20mmの礫
混入

盛土・砂
混り粘土

淡褐
灰

細～中砂主体
不均一に粘土混入
GL-4.00～4.15m間に粘土挟む
所々に5～10mmの薄層状の粘土挟む
含水少ない

盛

土

・

粘

土

質

砂

淡

青

灰

φ2～20mmの礫盛土・砂
礫

粘性中位～弱い
細砂を混入

砂質粘土 灰

中～粗砂主体
φ2～5mmの礫混入
含水少ない

砂
淡

褐

粘性中位～弱い
半固結状
微細砂混入
所々にφ5～15mmの円礫点在

砂

混

り

粘

土

灰

細砂主体
不均質に粘土混入
φ2～20mmの亜円礫点在
含水少ない

礫混り粘
土質砂 灰
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不均質に微細砂混入
固結状

砂
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／
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18.15

18.39
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ボーリング柱状図

調 査 名 箕面船場駅前地区まちづくり拠点施設整備運営事業者選定支援業務委託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 2 調査位置 箕 面 市 船 場 東 3 丁 目 北 緯 3 4 ﾟ  4 9 '  1 8 . 5 "

東 経 1 3 5 ﾟ  2 9 '  3 2 . 0 "発 注 機 関 箕 面 市 地 域 創 造 部 北 急 ま ち づ く り 推 進 室 調査期間 平成 29年 9月 11日 ～ 29年 9月 13日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 日 本 総 合 研 究 所

電話 ( 0 6 - 6 4 7 9 - 5 8 0 0 )
主任技師

現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 H=
103.21m

角

度
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0ﾟ 
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方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 
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北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 K R - 5 0 H C
ハンマー
落下用具

自 動 落 下 装 置

エンジン N F D - 7 ポ ン プ V - 5総 掘 進 長  13.31m

ボーリングNo
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標

尺
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細～粗砂主体
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シルト及びφ2～20mmの礫混入
コンクリート片プラスチック片混入

盛土・シ
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暗
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灰
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灰
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ボーリング柱状図

調 査 名 箕面船場駅前地区まちづくり拠点施設整備運営事業者選定支援業務委託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 3 調査位置 箕 面 市 船 場 東 3 丁 目 北 緯 3 4 ﾟ  4 9 '  1 6 . 6 "

東 経 1 3 5 ﾟ  2 9 '  3 0 . 7 "発 注 機 関 箕 面 市 地 域 創 造 部 北 急 ま ち づ く り 推 進 室 調査期間 平成 29年 9月 13日 ～ 29年 9月 15日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 日 本 総 合 研 究 所

電話 ( 0 6 - 6 4 7 9 - 5 8 0 0 )
主任技師

現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 H=
104.41m
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試 錐 機 K R - 5 0 H C
ハンマー
落下用具
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エンジン N F D - 7 ポ ン プ V - 5総 掘 進 長  10.35m
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ボーリング柱状図

調 査 名 箕面船場駅前地区まちづくり拠点施設整備運営事業者選定支援業務委託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 4 調査位置 箕 面 市 船 場 東 3 丁 目 北 緯 3 4 ﾟ  4 9 '  1 6 . 8 "

東 経 1 3 5 ﾟ  2 9 '  2 8 . 8 "発 注 機 関 箕 面 市 地 域 創 造 部 北 急 ま ち づ く り 推 進 室 調査期間 平成 29年 9月 20日 ～ 29年 9月 22日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 日 本 総 合 研 究 所

電話 ( 0 6 - 6 4 7 9 - 5 8 0 0 )
主任技師

現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 H=
103.35m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 
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北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 K R - 5 0 H C
ハンマー
落下用具

自 動 落 下 装 置

エンジン N F D - 7 ポ ン プ V - 5総 掘 進 長  10.27m
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